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テーマ 「大学生 の こころ とか らだの現状 を知 る」

日時:2009年9月12日(土)14:00～16:30

場所:15号 館1階 マ ルチ メデ ィア教 室

(1)総 括

第2回 語 学教育 部FD研 修 会 は、2007年9月 の第1回 研 修会 を受 け、その 三 日前 に も全

学FD研 究集会 が行 われ る とい う気 運の高 ま りの うち に開催 され た。具体 的 なテー マ と し

ては、発 達障害 な どに よって外 国語学 習 の上 で困難 を覚 え る学 生 に どう対 処す るか とい う

問題 が提 起 された。 当 日は本学 で学生 の カ ウ ンセ リングを担 当す る進藤勝 久氏 と、青 年の

発達 障害 を専 門 とす る向後 礼子 氏 に よる二 つ の講演 が行 われ 、語学教 育部専 任教 員 を中心

に、非常勤 講師 の先生 方、教 職教育 部、健 康 スポー ッ教育 セ ンターの教 員 な ど、50名 近 く

の 出席 を得た。 質疑応 答 も時 間 ぎ りぎ りまで活 発 に行 われ、 日々の授 業実 践の 中で各 人が

直面 して いる問題 と、 その対 処の方 向性 が明 らか に され た有 意義 な集会 であ った。

(2)発 表者 とタイ トル
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進藤 勝 久(近 畿大 学保 健 管理 セ ンター長)「 近 畿大 学学 生 の メ ンタルヘ ル スの現状 とその

対応 」

近年マ ス コ ミを中心 に学 生 の メン タルヘル ス に関す る問題 が取 り上 げ られ る ことが増 え

てい るが 、現 実の状 況 を正 しく理解 す るため に は素 人判 断で は な く、医学 ・心 理学 的 な見

地 か らの視 点が不 可 欠であ る。

本講演 で はメ ンタルヘ ル スへ の 医学 的対 応 の基 本 となる概 念 を整 理 ・分類 し、個 々の用

語 が どの ような病状 を扱 う もので あ るのかが 詳細 に説 明 された。具 体 的に は、研究 の進展

に よって一般 の人 々が考 えてい るよ りもは るか に多 くの医学 的分類 が行 われ てお り、今 日

では以前 よ り細 か い診 断が可 能 とな ってい る ことが明確 に示 された。 また、個 々の症例 に

対 して適 切 な対 応 ・処 置が 求め られて いる現状 も明 らか となった。
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向後礼 子(城 西 国際大 学福 祉総 合学 部助 教 ・精神 保健福 祉 士、2009年10月 よ り近畿大 学

教 職教育 部特任 講師)

「発 達 障害の ある青年 の特性一 大学 にお け る支援 につ いて考 え る一 」

講義 に遅刻 す る、課題 提 出の期 限が守 れ ない、 ノー トが取 れな い、 グルー プ作 業が で き

ない な ど、発 達障 害 を背 景 として生 じてい る(も しくは生 じてい る可能性 の ある)困 難 に

は、本 人の 自覚が あ る場 合 とない場 合が あ る。 本人 に 自覚 が ない場 合、 その 困難が発 達障

害 に起 因 してい るのか否 か、 見極 め るこ とは難 しい し、発 達 障害 を疑 った と して も、本人

に伝 える には、課題 が大 きい 。 また本人 に 自覚 が あった ところで、 その 困難 を周 囲 に開示

す るか否か 、障害支 援 の理解 をめ ぐって も、検 討課題 は多い。 しか し大学 と して は、 こう

した学校 生活 の 中で予測 される様 々 な困難 に対 し、発 達 障害 の診断(も し くは判 断)の 有

無 にか かわ らず 、対処 して い く必要 があ る。本 講演で は、主 に時 間(ス ケジ ュール)の 管理 、

課 題の 遂行 、 コ ミュニ ケー シ ョン、対 人関係(マ ナー)な どに関す る困難 に対 して 、具体

的な支援 策が詳細 に報 告 された。

(文責 松村 博 史、吉 田幸治 、大西博 子)
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